
「浄化槽シンポジウム新潟２０１５」の開催概要 
 

█ は じ め に 

    「浄化槽シンポジウム新潟２０１５」を平成27年11月５日（木）に新潟グランドホテルを会場として開催し

ました。 
   水環境の保全への県民意識の向上及び少子高齢化・人口減少等の社会情勢が変化する中、それぞれの地域にふさ

わしい生活排水処理計画の構築が求められています。 
 このシンポジウムは、浄化槽に関する最新の行政動向や県内外における生活排水処理の現状と今後の在り方につ 
いて、講演等を通じて最新の情報を提供し、それぞれの地域の実状に合った生活排水処理施設を整備するための一 
助となるよう、県・市町村議会議員、行政及び浄化槽関係者等を対象に開催したものです。 

 

█ 開 催 概 要 

  日 時    平成27年11月５日（木）13:30～16:50 
  会 場    新潟グランドホテル３階悠久の間   新潟市中央区下大川前通３ノ町 
  主 催    一般社団法人 新潟県浄化槽整備協会 
  共 催    新潟県、新潟県浄化槽推進協議会 
  後 援    新潟県環境整備事業協同組合、新潟市浄化槽協会、全浄連北陸地区協議会 
  参加者数   150名（県・市町村議会議員、行政関係者、浄化槽業界関係者等）     
 

█ プ ロ グ ラ ム 

  □開会挨拶(13:30～)  
   一般社団法人新潟県浄化槽整備協会   会長 佐野 忠之  
   新潟県    新潟県県民生活・環境部副部長 大川 剛史 
   新潟県浄化槽推進協議会 新潟市環境部部次長 松田 賢一 
 
  □来賓挨拶                         
   参議院議員  中原 八一 様               
 
  □講演Ⅰ(13:45～) 
   「新潟県の浄化槽行政について」        

新潟県県民生活・環境部廃棄物対策課課長補佐    
 野沢 倫 氏 

     
新潟県における浄化槽の設置状況、法定検査制度及び 

浄化槽設置に対する助成制度、並びに新潟県汚水処理施 
設整備構想見直しについて、分かりやすく解説。 

   



    
 
  □講演Ⅱ(14:15～) 
    「南魚沼市の公設浄化槽事業について」   
    南魚沼市企業部下水道課技師   

杉山 信二 氏 
 

     南魚沼市の生活排水処理の現状、公設浄化槽の導入の 
背景、公設浄化槽の整備状況及び公設浄化槽の維持管理 
費等について分かりやすく紹介。 

 

         

         



  □講演Ⅲ(15:00～) 
   「地域にふさわしい生活排水処理について」  

～少子高齢化社会の生活排水処理～ 
     公益財団法人日本環境整備教育センター理事   

国安 克彦 氏 
 

     これから、各市町村において生活排水処理施設の更新 
事業を含む整備計画の見直しを行うに際し、必須の判断 
材料となる地方自治体における「人口減少と高齢化の 
進展」、「市町村の財政状況」、「下水道事業が財政に 
及ぼす影響」などについて、全国の動向と新潟県におけ 
る現状と今後に関する情報を分かりやすく解説。 

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  表－８ 新潟県下の市町村別、2040年の推計人口と20～39歳女性の推計値 
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 -85.7
 -73.5
 -67.1
 -66.9
 -66.2
 -61.1
 -60.9
 -60.9
 -60.3
 -60.3
 -59.7
 -59.3
 -55.3
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 -46.1
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18市町村 
2010年比 
 

2,374,450 
 
 

 
1,790,918

       (75.4)
 

1,730,545
      (72.9)
 

256,063
 
 

138,955 
     (54.3) 
 

 
   -45.7
 
 

○ 30市町村中、18市町村で20～39歳女性の減少率が50％以上である。 

○ 30市町村中、８町村(赤字)が消滅する可能性が高いと推測される。 

○  30市町村、すべてで「国立社会保障・人口問題研究所の推計値」＞「日本創世会議の推計値」 



         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  □質疑応答(16:20～) 
   ３氏の講演後、以下の質疑応答が行われました。 
  
  ・県内の浄化槽20万基のうち、74%が単独浄化槽。合併への 
   転換を推進するには何が必要かとの質問。これに対して業界 

同士の連携や行政との連携が必要との提案。 
  ・公設浄化槽設置の際の人槽（処理対象人員）の算定はどのよ 

うに決めるかとの質問。これに対して過去３年間の上水道使 
用量や家族構成などに基づいて決めるとの回答。 

  ・公設浄化槽整備区域内での浄化槽整備を促進する方策はある 
かとの質問。これに対して行政に代わって民間企業の活力を 
利用するＰＦＩ事業利用の提案。 

 
  □閉会(16:50～) 
   一般社団法人新潟県浄化槽整備協会副会長 島 影  清 

    表－９ 汚水処理施設整備の現状と将来推計人口に対する整備状況
 
 汚水処理人口普及率：％ 
   平成25年度末     
          (全 体)  浄化槽 
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    2040年推計人口に対する施設整備量 
  に関する指標：％ (平成25年度末)  
  (全 体)            (集合処理施設) 
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74.9 
59.3 
48.6 
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5.4 

 
30市町村
 

 110.9 30市町村 
 

 
 103.9 

 

               (23/46)  (36/46)      集合処理人口＝下水道人口＋集落排水人口 

  全国平均       88.8     8.9       整備量に関する指数 

                                 ＝［(H25汚水処理(集合処理)人口)/(2040年推計人口)]×100 


